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食料と産地のつながりを探り
地域課題を解決する

注目の
研究

医学部 保健学科 検査技術科学専攻
病態検査学講座 生理学研究室

私たちの
研究室

社会で活躍する先輩たちに今を聞く！羽ばたく
卒業生

今後のよりよい誌面作りのために、皆様からのご意見やご
要望をお待ちしています。アンケートにご協力いただいた
方の中から抽選で10名様にプレゼントを進呈いたします。

プレゼントが当たる!
読者アンケートにご協力いただいた方へ

※ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送以外には使
用いたしません。また、当選者の発表は、発送をもって代え
させていただきます。

アンケートのご回答はこちらから

プレゼント応募締切 4/30（金）

学生広報スタッフが
包装紙を

デザインしました！

学生広報スタッフが
包装紙を

デザインしました！

どちらかのデザインをプレゼント！

鳥取大学 瓦煎餅

10名様
合計

コア技術で未来を変える。すべてはお客様のために。

株式会社  正 光

-鉄骨製作・総合建設-
http://www.masamiz.com

Changing the Future with Core Technologies, All for Our Customers

http://www.sts-tottori.com/

教養の場

新任教員
紹介

教育支援・国際交流推進機構 教育センター
工学部機械物理系学科

健康スポーツ科目「健康スポーツ科学実技（ダンス）」

鳥取大学 マイナビ
キャリアセンター長　大観 光徳 「マイナビ」編集長　高橋 誠人就職情報サイト
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マイナビ
キャリアセンター長　大観 光徳 「マイナビ」編集長　高橋 誠人就職情報サイト
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No w  i s  a  t u r n i n g  p o i n t !

2
0
2
1
年
卒
の
就
活
を
ふ
り
返
る

大
観
　
2
0
2
0
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
が
大
き
い
年
と
な
り
ま
し

た
。
全
国
的
に
見
て
、2
0
2
1
年
3
月
卒

学
生
の
就
職
・
採
用
戦
線
に
は
ど
う
い
っ
た

特
徴
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

高
橋
　
で
は
ま
ず
デ
ー
タ
的
な
と
こ
ろ
を
。

弊
社
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
内
定
率
で
す

が
、卒
業
前
年
度
3
月
末
時
点
を
比
較
す
る

と
、20
年
卒
の
12
・
7
％
に
対
し
て
、
21
年
卒

は
20
・
5
％
と
好
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
後
採
用
活
動
の
中
断
・
中

止
が
相
次
ぎ
、
4
月
以
降
は
前
年
度
よ
り
4

〜
14
％
程
度
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

大
観
　
本
学
の
就
活
生
も
、
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
た
4
月
7
日
か
ら
の
約
1
カ

月
間
は
一
時
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
よ
う

や
く
再
開
で
き
た
の
は
5
月
後
半
以
降
。

早
め
に
就
活
を
始
め
て
い
た
学
生
は
大
丈
夫

だ
っ
た
の
で
す
が
、
少
し
ス
タ
ー
ト
が
遅
か
っ

た
学
生
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
非
常
に
受
け
て

し
ま
い
ま
し
た
。

高
橋
　
そ
れ
に
、
企
業
も
学
生
も「
急
な
オ

ン
ラ
イ
ン
化
」を
迫
ら
れ
ま
し
た
よ
ね
。

大
観
　
画
面
を
通
し
て
の
印
象
づ
け
は
難

し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
W
e
b
面
接
の

注
意
点
な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

高
橋
　
顔
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
映
り
を
良

く
す
る
、
背
景
に
気
を
配
る
な
ど
、
学
生
た

ち
は
少
し
で
も
印
象
を
良
く
し
よ
う
と
意
識

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
新
し
く「
オ
ン
ラ
イ
ン
マ

ナ
ー
」と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
ぐ
ら
い
。
し

か
し
、
こ
れ
ほ
ど
I
T
化
が
進
ん
で
い
て
も
、

結
局「
人
が
人
を
採
用
す
る
」の
が
中
心
と

な
る
活
動
で
す
の
で
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

「
人
と
会
っ
て
は
い
け
な
い
」と
い
う
の
は
大

変
な
問
題
。
自
分
の
人
間
性
を
W
e
b
面
接

で
ど
う
や
っ
て
伝
え
る
か
、
か
な
り
苦
労
さ
れ

た
学
生
さ
ん
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
就
活
様
式
の
一
つ

W
e
b
面
接
の
プ
ラ
ス
面
マ
イ
ナ
ス
面

高
橋
　
鳥
大
さ
ん
は
W
e
b
面
接
対
策
を
何

か
さ
れ
ま
し
た
か
。

大
観
　
早
い
段
階
で
W
e
b
面
接
の
注
意
点

を
ま
と
め
、就
活
生
へ
提
示
し
ま
し
た
。ま
た
、

春
先
は
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
れ
な
い
時
期

が
あ
り
、
就
職
相
談
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
や
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
は
か
ら
ず
も
そ
れ
が
W
e
b

面
接
の
練
習
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
今
年
度
の
状
況
を
受
け
、
こ
の
た

び
専
用
カ
メ
ラ
・
ラ
イ
ト
・
L
A
N
ケ
ー
ブ
ル

を
備
え
た「
W
e
b
面
接
ル
ー
ム
」を
学
内
に

10
カ
所
新
設
し
た
ん
で
す
よ
。

高
橋
　
そ
れ
は
い
い
で
す
ね
。W
e
b
面
接
は
、

物
理
的
な
距
離
が
な
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
地
方
大
学
も
都
心

企
業
の
採
用
対
象
に
な
る
。
そ
れ
は
今
後
の

注
目
す
べ
き
ト
ピ
ッ
ク
の
一
つ
で
し
ょ
う
。

大
観
　
本
学
の
学
生
は
関
西
出
身
者
が
4
割

な
の
で
、何
度
も
京
阪
神
へ
出
か
け
、宿
泊
し

な
が
ら
複
数
社
を
回
る
と
い
う
就
活
を
や
っ
て

い
る
学
生
も
い
ま
す
。
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
、

鳥
取
に
い
な
が
ら
大
阪
の
会
社
も
東
京
の
会

社
も
1
日
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域

格
差
が
少
し
解
消
さ
れ
ま
す
。

高
橋
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
就
活
に
か

か
っ
た
費
用
の
全
国
平
均
は
、
20
年
卒
が
9
万

9
千
円
、
21
年
卒
は
3
万
4
千
円
。
交
通
費

等
を
含
め
、
就
活
費
用
が
3
分
の
1
に
な
っ
て

い
る
ん
で
す
。

大
観
　
そ
ん
な
に
!? 

時
間
と
お
金
、
両
方
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
ね
。

高
橋
　
一
方
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
て
、
企
業
の

採
用
担
当
者
か
ら
は「
対
面
の
最
終
面
接
を

し
て
み
る
と
、
W
e
b
面
接
時
の
イ
メ
ー
ジ
と

違
う
」と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
就
活
生

も
、
一
度
も
会
社
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
内
定

が
決
ま
り
、
現
場
の
雰
囲
気
が
全
く
分
か
ら

ず
不
安
だ
と
い
い
ま
す
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を

ど
う
埋
め
る
の
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の

課
題
も
見
え
て
い
ま
す
。

鳥取大学
変わる就活

私たちは今、新型コロナウイルス感染症の世界的な流行という、誰も予想していなかった
事態の真っただ中にいます。その影響から、大学生の就職活動にも大きな変動があり
ました。前例のないコロナ禍の就活は一体どのようなものだったのか、これからはどうなっ
ていくのか。全国的な動きと鳥取大学の様子を比較しながら、気になる就活トピック
をお二人の対談で紐解いていきます！

特
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高橋  誠人

就職・転職・進学情報の提供や人材紹介・派遣等を主業務と
する総合情報サービス企業、㈱マイナビ（当時：㈱毎日コミュニケー
ションズ）に2002年入社。就職情報事業本部キャリアサポート課
にて10年間、学生向け広報業務に携わり、関西圏の大学等で就
活支援講座を多数行うなど学生の就活サポートを精力的にこ
なす。その後営業の現場で、企業の採用コンサルティングに幅広く
関わる。18年7月より現職。「地方国立大の注目度が上がってい
る今こそ、鳥取大学の良さをもっとアピールすべき」と語る。

Makoto Takahashi

大観  光徳

1987年、広島大学大学院工学研究科博士前期課程修了、博士
（工学）。㈱小松製作所中央研究所研究員を経て、91年より鳥取
大学工学部に勤務、電子ディスプレイや植物育成などに活用され
る蛍光体材料の合成・特性解析・応用技術の研究に取り組む。
2012年、電気電子工学科（現:電気情報系学科）教授。20年、キャ
リアセンター長に就任。工学部の就職担当として毎年200社以上
の企業と面談し、学生の内定獲得をアシストしていた経験を生か
し、センターでも鳥大生の就活サポートに尽力している。

Kotoku Ohmi

東京一極集中がコロナ禍で緩和傾向に。

地方の価値を再定義する時です。

大学で何をしたいのか、やるべきなのか。

その意識が自然と就活へつながるんですよ。

T O T T O R I  U N I V.  ×  M Y N AV I　 S P E C I A L  TA L K

入
学
直
後
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と

個
々
に
寄
り
添
っ
た
就
職
相
談

大
観
　
本
学
21
年
卒
の
内
定
率
は
驚
く
ほ

ど
は
落
ち
て
お
ら
ず
、
10
月
末
で
前
年
比
マ

イ
ナ
ス
6.1
％
、
11
月
末
時
点
で
は
マ
イ
ナ
ス

1.4
％
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。

高
橋
　
大
学
に
よ
っ
て
は
10
〜
20
％
も
内
定

率
が
下
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
に
、
鳥

大
さ
ん
は
国
立
大
学
の
中
で
も
し
っ
か
り
と

し
た
キ
ャ
リ
ア
・
就
職
支
援
を
行
っ
て
お
ら

れ
ま
す
か
ら
、
そ
れ
が
内
定
率
に
つ
な
が
っ
て

き
て
い
る
ん
で
す
ね
。
低
学
年
か
ら
力
を
入

れ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
い
つ
頃
か
ら
？

大
観
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
授
業
科
目
に
取
り

入
れ
て
い
る
の
は
、
約
10
年
前
か
ら
で
す
。

そ
れ
か
ら
本
学
の
一
番
の
特
長
は
、
キ
ャ
リ
ア

相
談
員
に
よ
る「
就
職
相
談
」。
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
の
書
き
方
、
面
接
練
習
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
等
、
学
生
が
何
で
も
何
度
で
も
相
談

に
来
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
を
取
っ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
ス
タ
ッ
フ
が
12
名
お

り
、
う
ち
キ
ャ
リ
ア
相
談
員
が
5
名
。
中
規

模
国
立
大
学
と
し
て
は
、
か
な
り
充
実
し
て

い
る
ほ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

高
橋
　
先
行
き
が
見
通
せ
な
い
昨
今
で
す
か

ら
、
保
護
者
の
方
々
も
お
子
さ
ん
の
就
活
に

関
心
が
高
い
は
ず
。
ス
タ
ッ
フ
の
数
が
多
い
の

は
、
す
ご
く
安
心
感
が
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

大
観
　
就
活
は
、
悩
み
を
1
人
で
抱
え
込
ん

で
し
ま
う
と
問
題
が
解
決
し
ま
せ
ん
か
ら
。

高
橋
　
今
の
よ
う
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
多

い
と
孤
独
に
な
り
が
ち
で
、メ
ン
タ
ル
の
不
調

を
訴
え
る
学
生
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

就
活
生
が
よ
く
行
う「
自
己
分
析
」は
、
実
は

自
分
1
人
で
は
で
き
な
い
。
自
己
概
念
を
確

立
す
る
に
は
、
き
ち
ん
と
し
た
他
者
評
価
が

必
要
で
す
。
だ
か
ら
、
鳥
大
さ
ん
の
よ
う
に

相
談
窓
口
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
は
す
ご
く
大

事
な
こ
と
。
各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
も

多
く
、
か
な
り
手
厚
い
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

〝
こ
れ
か
ら
の
就
活
〞を
見
据
え
て

高
橋
　
就
活
生
か
ら「
企
業
に
よ
っ
て
は
、

勉
強
や
研
究
に
頑
張
っ
た
こ
と
を
評
価
し
て

く
れ
な
い
」と
い
う
相
談
を
よ
く
受
け
ま
す
。

大
観
　
そ
れ
は
良
く
な
い
で
す
ね
。
一
生
懸

命
勉
強
し
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
専
門
知
識

を
身
に
付
け
て
い
る
学
生
が
た
く
さ
ん
い
る

の
に
。

高
橋
　
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進

み
、
対
面
で
の
フィ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
採
用
が

徐
々
に
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
留
学
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
サ
ー
ク
ル
と
い
っ
た
活
動
が
コ
ロ
ナ

禍
で
十
分
に
で
き
な
い
状
況
の
中
、
学
修
・

研
究
に
ど
の
よ
う
に
打
ち
込
ん
で
き
た
か
と

い
う
こ
と
を
、
今
後
は
企
業
も
評
価
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
学
生
の
皆

さ
ん
に
は
、「
大
学
で
の
学
び
に
打
ち
込
む
」

こ
と
を
再
認
識
し
て
ほ
し
い
。

大
観
　
一
方
で
、
専
門
的
な
力
が
身
に
付
い

て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
や
り
た
い
仕

事
が
見
つ
か
ら
な
い
」「
受
け
た
い
企
業
が
な

い
」と
い
う
学
生
が
結
構
い
る
ん
で
す
。

高
橋
　
私
の
持
論
で
す
が
、
そ
れ
は
基
本
的

に「
情
報
収
集
不
足
」だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

1
日
に
1
時
間
な
り
2
時
間
な
り
就
活
の

時
間
を
作
っ
て
、
ま
ず
は
自
分
の
興
味
を
う

ん
と
掘
り
下
げ
る
。
そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
本
屋
で
も
い
い
か
ら
し
っ
か
り
情
報

収
集
を
す
る
。
そ
う
す
れ
ば「
こ
の
企
業
の

技
術
っ
て
す
ご
い
」と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
が

見
つ
か
る
は
ず
。

大
観
　
そ
う
で
す
ね
。
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡

ら
せ
て
、
早
め
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

高
橋
　
不
確
実
性
の
高
い
時
代
で
、
先
の
こ

と
は
経
済
学
者
で
も
読
め
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
、
学
生
の
皆
さ
ん
は
そ
こ
ま
で
考
え
な
く

て
も
よ
く
て
、
大
学
時
代
と
い
う
自
由
な
時

間
を
十
分
に
使
っ
て
、
興
味
を
持
っ
た
分
野

を
と
こ
と
ん
突
き
詰
め
て
い
け
ば
い
い
の
か

な
と
。
就
活
に
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。
失

敗
は
全
部
力
に
な
る
し
、
そ
の
経
験
が
10
年

後
、
20
年
後
に
花
開
く
こ
と
も
あ
る
。
希

望
を
持
っ
て
社
会
へ
飛
び
出
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
で
す
ね
。

大
観
　
学
生
へ
の
エ
ー
ル
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
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「何から始めればいい？」「面接の対策は？」など、就活には悩みがつきもの。
コロナ禍も加わって、変更点も多くなっています。そこで、これから就活を始める学生の皆さんへ向けて、

本学の就活サポート、基本的なスケジュールや最新情報等をご紹介します！

　私は、キャリアセンターの「就活セミナー（グループディスカッション）」

と「就職相談」を活用しました。新聞のニュース・地方自治体の政策

調べを日課にしながらセミナーに参加することで、議論が盛り上がり、

新しい情報を持ち帰ることができました。「的確に伝える」「聞き手を

引きつけるキャッチコピーを付ける」等、面接で重要になるテクニック

も鍛えられますよ。

　就職相談では、主に履歴書作成の相談。自分の強み、どんな職員

になりたいかを考え、相談員さんと話し合うことで、何をアピールすれ

ばよいかイメージができていったので、履歴書のみならず、面接も自

信を持って臨むことができました。

　就活を始めたときは、目的地が分からぬまま大海にボート1つで投

げ出されたような気持ちでした。でも、就活は自分探しの旅だと思っ

て、周りに助けてもらいながら気長にやることが大切です。コロナで

面接の延期、グループディスカッションの中止等がありましたが、気

持ちに余裕が持てたのは、相談員の方と楽しく“自分の強み探し”が

できていたからだと思います。

キッカケをつかみたい鳥大生必見！

私たち相談員は
皆さんの秘めた力を引き出すお助け隊です！

　大学の目的は「学術の中心として、広く知識を授

けるとともに深く専門の学芸を教授研究し、知的、

道徳的及び応用的能力を展開させること」（学校基

本法第83条）とされています。まさに「人間力」の育

成ではないでしょうか。本学では基本理念「知と実

践の融合」のもと、人間力を備えた学生の育成をし

ており、学生が社会へとたくましく飛び立とうとする姿

に、相談員の面々は心からのエールを贈っています。

　相談員の最大のミッションは、学生の皆さんを

内定や合格に導くことですが、実はそれは我々の力

ではなく、学生自身がもともと持つ魅力的な力による

ものです。我々から「人生のヒント」をキャッチし、

学生の皆さんはどんどん成長していきます。

　私は個人的に「キャリアセンターは、よろず相談所」

だと思っています。就職以外のことについてお聞き

することもあり、学生の持つ魅力を一つでも多く見出

そうとしています。一人一人とのご縁を大切に、相談

員は今日も笑顔で皆さんをお待ちしています。

　就職活動の「面接」では、あなたがどのような人間で、なぜ

この会社（自治体）で働きたいのか、その“志”を尋ねられます。

そのため、「自己分析」と「会社（自治体）研究」を徹底的にやっ

てください。また、面接では“印象”が重要になります。明るく、

元気よく受け答えしていきましょう。

　なお、今後はWeb面接の実施が多くなりますので、PCを

通しての受け答えに慣れておいてください。大学としても、

Web面接用の部屋を10カ所準備しておりますので、ぜひ

活用してください。

キャリアセンター 相談員　松岡 継文

【就職相談】
月～金曜日 11:00 ～17:00
※原則予約制 1回40分

詳しくは
キャリアセンター
Webサイトへ

私の就活体験記
2021年卒の学生に聞きました

就職よろず相談所へようこそ！

キャリアセンターに
ついて

個別相談以外にも、キャリアセンターでは自己分析、ＥＳ、面接、
マナー、グループディスカッションなどのセミナーを開催し、
就活に役立つことを熱くお話します。ぜひ参加してください。

志望企業と己を知れば
百戦あやうからず

　皆さんのエントリーシートを拝見すると、多くの方がやって

当然のことを書かれており、個性が感じられません。「面接で

会って話を聞いてみたい」と企業・自治体の担当者に思わせる

内容にすることが大事です。そのためには、「自分の持つ個性」

をエピソードで分かりやすく伝えることです。大切なことは「自

分の考えや価値観」を踏まえ、自分が起こした行動に対して

「理由と背景」を考えて書くことです。無難にまとまっているより

も、想像力や発想力を感じさせることを意識して書きましょう。

小さくまとまるな！
今こそ個性が生きる時

　近年、実施する企業が急増しているインターンシップは、参

加する学生にとって、企業選考の実践的な経験が得られるだ

けでなく、実際に企業との関わりを持てるという大きなメリット

があります。

　できるだけ早い段階で多くの企業をより深く知り、さまざ

まな選考を経験することは、就職選考を突破するために重要

な要件になります。皆さんの「就活力」を高めるためにも、イ

ンターンシップへの参加をお勧めします。

インターンシップは
就活のメリット満載！

キャリアセンター 相談員　山本 隆志

I.B. さん

　将来のキャリア、あるいは進むべき職種・職業を合理的に

選択し、それを実践していくためには自分自身について理解

すること、「自己分析」がその第一歩です。「自分の今までの

経験を振り返り、自分について深く理解すること」が自己分

析です。この作業を通して、人生観・価値観などを客観視

することで、自分の長所を知り、企業を選ぶ基準を明確にで

きます。満足度の高い就活を実現するためにしっかり自

己分析しましょう。

まず“自分を知る”
ことから始めましょう

キャリアセンター 相談員　山崎 英徳

手助けを得ながら“自分探しの旅”を楽しもう

本
田 

淑
子

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー 

相
談
員

就職先：島根県庁

農学部

　私は、大学院1年の夏頃から「就活を始めてなくては」と思いつつ、

何をしたらいいのかが分からない就活生でした。職種の希望ははっ

きりしていたので企業探しに時間はかかりませんでしたが、自己分

析ができていない、エントリーシートの書き方が分からない、という

問題に直面。先輩からキャリアセンターの話を聞いたことがあった

ため、相談に行くことにしました。

　相談員さんに、エントリーシートの添削、最終面接で行う大学で

の研究発表の練習を見ていただきました。その過程で、自分だけで

は分からなかった強みや弱点に気付くことができましたし、研究内

容が専門的でも相手に分かりやすく伝えることができるようになりま

した。

　コロナ禍の影響があり、私はすべての就活をオンラインにて行い

ました。Web面接では、カメラと画面の位置が違うため、相手の表

情の変化を見ながら会話することにとても苦労しました。対面に比

べてトラブル要因が多いので、あらかじめ対策を考えておくと、落ち

着いて対応できると思います。

S.Y. さん就活を一から教えてくれた相談員さんに感謝！ 就職先：シャープ株式会社

持続性社会創生科学研究科

就活最前線

ほ
ん
だ 

よ
し
こ

まつおか つぐふみ

キャリアセンター 相談員　山根 秀徳
やまね ひでのり

やまさき ひでのり やまもと たかし
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インターンシップ（就業体験） ※参加学年に指定がある場合があります。

就
　
職

就
職
ま
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

鳥大生の
ための

早
め
の
準
備
を
心
が
け
れ
ば

就
活
は
恐
る
る
に
足
ら
ず
！

　
大
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
は
、
入
学
直
後

か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

授
業
科
目
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ワ
ン
デ
ー

仕
事
研
究
と
い
っ
た
体
験
を
通
じ
て
、
少
し

ず
つ
考
え
を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
進
学
か
就
職
か
、
大
ま
か
な
進
路
選
択
は

3
年
生
に
な
る
ま
で
に
決
め
る
の
が
ベ
ス
ト
。

公
務
員
・
教
員
志
望
の
人
は
、
公
務
員
講
座

の
受
講
、
教
員
免
許
取
得
に
欠
か
せ
な
い
履

修
科
目
の
選
択
等
が
あ
る
の
で
、
さ
ら
に
早
い

進
路
決
定
が
必
要
で
す
。
教
員
養
成
セ
ン
タ
ー

で
は
教
職
相
談
室
を
は
じ
め
、
教
職
志
望
者

に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
2
0
2
2
年
卒
の
就
活
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

現
行
ど
お
り
、
採
用
情
報
公
開
・
エ
ン
ト
リ
ー

受
付
開
始
が
3
月
、採
用
選
考
開
始
は
6
月
。

し
か
し
中
に
は
、
も
っ
と
早
期
か
ら
採
用
活

動
を
行
う
企
業
も
。
志
望
す
る
業
界
・
企
業

の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
早
め
に
確
認
し
、
情

報
収
集
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、
各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
受
講
し
て
、

就
活
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
情
勢
の
中
で
、就
活
は
今
、

転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に「
早

め
の
準
備
・
対
策
」が
成
功
の
カ
ギ
で
す
よ
！

就
活
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
アッ
プ

ガ
イ
ダ
ン
ス

・
自
己
分
析

・
面
接
対
策

・
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
対
策 

等

・
業
界
研
究

・
E
S
対
策

キャリアセンター主催各種ガイダンス、セミナー 就職希望者
要チェック！

5月 入学卒業 6月10月 10月3月

就活キックオフガイダンス

本格始動を前に、各種セミナーや個別相談といった就活サポートをチェック！

就活に役立つ
メイクアップ講

座

社会人メイクの
基礎、印象が

良くなる

就活メイクを実
践しながら学び

ます。

参考例

● 

職
務
適
性
検
査

● 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
対
策 

等

就
活
キ
ッ
ク
オ
フ

ガ
イ
ダ
ン
ス

就職希望者
要チェック！

● 

各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

キャリア形成支援
キャリア教育科目受講

公務員講座公務員試験 ※詳細は鳥取大学生協にご確認ください。

内 定々内定

内定

エントリー

企業説明会

エントリーシート、履歴書等提出

筆記試験・面接等
公務員講座は

必要に応じて受講しよう！

企業によっては
3月より前に

始まる場合があります。
興味のある企業の
採用スケジュールを
事前に確認しておこう！

なかには、企業側の採用活動としての側面を持つものも！
早期から積極的に参加し、職業観を醸成しよう！

就活セミナー
実践！「グループディスカッション」

近年、多くの企業が取り入れているGD。
実践的なテーマで練習を重ねます。

学内合同企業説
明会

※2021年3月は
オンラインで開

催

「鳥大生を採用
したい」という全

国の企業

の説明を学内で
聞ける貴重な機

会です。

カメラ・リングライト・LANケーブル完備の専用ルーム（要予約）

が、キャンパス内に10カ所できました。あとは自分のノート

PCに接続するだけ。通信障害や背景を気にする必要があり

ません。また、Web面接の注意事項などをまとめたオリジナ

ル動画を学生サークルと共同で制

作。Youtube（本学公式チャンネル）

上にアップしています。

参加学年に指定なし

キャリアセンター主催の
ガイダンス・セミナーは

早い段階から取り組むことが
ポイントです。

2022年卒の就活より「鳥大キャリアナビ」のシステムを導入、

求人情報へのアクセスがより簡単になります。「鳥大生を採

用したい」という企業が直接求人を登録するからいつでも

最新情報が分かるし、業種・地域別の検索・閲覧もラクラク！ 

自分の欲しい求人情報を効率的

に手に入れることができます。上

手に活用しましょう。

? ?

とっとりインターンシップ合同説明会

鳥取県内の受入協力企業が集結、実習内容等の詳細を聞くことができます。

Web面接を
導入している企業も!

Web面接を
導入している企業も!

最終面接は対面で行う
企業もあります
最終面接は対面で行う
企業もあります

進学就職

※政府が定める就活ルールをもとに作成した図です。※写真は全て昨年度以前のものです。

学部４年 / 修士２年 学部３年 / 修士１年 学部１～２年

早めの進路選択の
意思決定を！

ここが変わった！

ここからアクセス！ここからアクセス！

ここが変わった！ Web面接ルームを新設！求人情報がオンライン化に
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朝
食
と
熱
帯
雨
林
の
関
係
と
は
？

　「
あ
な
た
が
朝
食
に
食
べ
た
ト
ー
ス
ト

と
、
熱
帯
雨
林
に
住
む
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン

は
、
実
は
つ
な
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
」。
こ
う
言
わ
れ
て
、
す
ぐ
に
ピ
ン
と

く
る
方
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
オ

ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
マ

レ
ー
シ
ア
の
熱
帯
雨
林
に
生
息
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
生
息
地
の
木
が
大
規
模
に
伐

採
さ
れ
、
ト
ー
ス
ト
に
塗
る
マ
ー
ガ
リ
ン

（
バ
タ
ー
で
は
な
く
）の
原
料
で
あ
る
ヤ
シ

油
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
変
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ト
ー
ス
ト
に
マ
ー
ガ
リ
ン
を

塗
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
マ
ー
ガ

リ
ン
の
原
料
と
な
る
ヤ
シ
油
の
た
め
に
、

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
が
住
む
場
所
を
追
わ
れ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、

食
べ
物
が
食
卓
に
の
ぼ
る
ま
で
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
存
在
し
ま
す
。
そ

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
辿
っ
て
い
く
と
、
意
外

な
関
係
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
私
の
研
究
で
は
、
こ
の
よ
う
な
食
に
ま

つ
わ
る
見
え
に
く
い
関
係
を
、
認
証
制
度
な

ど
を
使
っ
て
流
通
の
仕
組
み
に
組
み
込
む

こ
と
で
見
え
る
よ
う
に
し
、
生
産
と
消
費
を

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
し
て
い

ま
す
。
認
証
制
度
に
は
、Ｍ
Ｓ
Ｃ﹇
注
1
﹈や

Ｆ
Ｓ
Ｃ﹇
注
2
﹈な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
的

な
制
度
が
存
在
し
ま
す
。
私
の
研
究
対
象

は
、
ほ
ぼ
食
べ
物
で
す
が
、
そ
の
背
景
に
は

環
境
、
文
化
、
経
済
な
ど
、
多
様
な
要
素
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
研
究
分

野
は
フ
ー
ド
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
特
に
私
は「
と
に
か
く
そ
の
食
べ
物

（
の
原
料
）が
生
産
さ
れ
て
い
る
現
場
に
行

く
」と
い
う
研
究
手
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
ヤ
シ
油
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
も
行

き
ま
し
た
し
、
他
に
も
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

を
伐
採
し
て
高
密
度
で
養
殖
さ
れ
て
い
る

ベ
ト
ナ
ム
の
エ
ビ
養
殖
場
や
、
地
下
水
を

汲
み
上
げ
す
ぎ
て
農
地
に
一
晩
で
直
径
10

メ
ー
ト
ル
の
穴
が
開
く
ト
ル
コ
の
コ
ム
ギ

生
産
地（
写
真
1
）な
ど
、
世
界
各
地
の
食

料
生
産
の
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
今
の

よ
う
に
気
軽
に
食
料
が
手
に
入
る
時
代
は

「
い
つ
か
き
っ
と
終
わ
る
だ
ろ
う
」と
危
機

感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
よ
り
ロ
ー
カ

ル
に
使
わ
れ
る
認
証
制
度
に
も
着
目
す
る

よ
う
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア

川
流
域
限
定
の
ロ
ー
カ
ル
認
証
制
度
で
あ

るSalm
on‒Safe

を
現
地
調
査
し
て
い
ま

す
。Salm

on‒Safe

認
証
を
取
得
し
た
畑

で
は
、
サ
ケ
の
住
め
る
川
を
守
る
た
め
、
農

薬
の
使
用
や
農
業
用
水
の
使
い
方
な
ど
の

基
準
を
守
り
、
そ
こ
で
栽
培
さ
れ
た
ホ
ッ

プ
や
ブ
ド
ウ
か
ら
は
、
サ
ケ
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
エ
コ
ラ
ベ
ル
付
き
の
ビ
ー
ル
や
ワ
イ

ン
が
造
ら
れ
て
い
ま
す（
写
真
2
）。

買
う
側
の
意
識
を
変
え
る

　
日
本
で
も
ロ
ー
カ
ル
認
証
の
取
り
組
み

は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
日
本
で
は

か
つ
て
一
度
絶
滅
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野

生
下
で
の
繁
殖
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
た

兵
庫
県
豊
岡
市
で
は
、
農
薬
に
頼
ら
な
い

米
づ
く
り
を
行
い
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
え
さ

と
な
る
田
ん
ぼ
に
生
息
す
る
、
ド
ジ
ョ
ウ

や
昆
虫
な
ど
の
生
き
物
を
守
っ
て
い
ま
す

（
写
真
3
）。
ま
た
、
沖
縄
県
の
も
ず
く
産
地

で
あ
る
恩
納
村
で
は
、
海
中
の
健
全
な
生
態

系
を
守
る
た
め
に
サ
ン
ゴ
の
保
全
活
動
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
環

と
し
て
、
陸
地
か
ら
の
赤
土
流
出
に
よ
る

サ
ン
ゴ
へ
の
被
害
を
避
け
る
た
め
に
、
村

内
の
農
家
と
協
力
し
て
畑
に
花
を
咲
か
せ
る

植
物
の
種
を
ま
き
、
台
風
の
豪
雨
等
で
農
地

が
侵
食
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぎ
、
同
時
に
そ
の

花
か
ら
ミ
ツ
バ
チ
が
採
取
し
た
蜂
蜜
の
販

売
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
費
者
も
、
お

米
や
蜂
蜜
を
買
う
こ
と
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
や

サ
ン
ゴ
を
守
れ
て
い
る
と
知
る
と
、
意
識
が

大
き
く
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
流
通
は
、
生
産
の
現
場
か
ら

消
費
者
へ
と
一
方
向
の
動
き
が
ほ
と
ん
ど

で
、
気
づ
か
ず
に
自
然
に
負
荷
を
か
け
過
ぎ

た
り
、
極
端
な
買
い
た
た
き
で
産
地
を
つ
ぶ

し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
ん
な
方
法
を
続
け
て
い
け
ば
、
い
ず

れ
食
料
が
簡
単
に
は
手
に
入
ら
な
い
時
代

が
や
っ
て
き
ま
す
。
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
S
N
S
で
、
遠
く
離
れ
た
生
産
者
と
消

費
者
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
普
段

か
ら
ど
ん
な
人
が
作
っ
て
い
る
の
か
意
識

し
て
お
く
こ
と
で
、
も
し
災
害
や
天
候
不
良

な
ど
で
産
地
が
危
機
に
陥
っ
た
時
に
も
消

費
者
側
か
ら
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
方
法
が
提

案
で
き
ま
す
。
そ
れ
を「
双
方
向
の
流
通
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
双
方
向
の
流
通
は
、
生

産
者
が
困
っ
た
時
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
地

域
の
環
境
や
地
域
課
題
の
解
決
に
も
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
産
物
と
課
題
を
結
び
付
け
る

　
私
は
現
在
、
智
頭
町
内
の
畑
付
き
の
一
軒

家
に
住
み
、
野
菜
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
週
末
は
町
内
の
山
菜
料

理
店
の
厨
房
を
手
伝
い
な
が
ら
、
地
域
の

人
々
が
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
、
国
籍
な

ど
に
関
係
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
な
が
ら
イ
キ
イ
キ
と
働
い
て
い
る
現

場
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
私
も
自
分
の
住
む
地
域
と
そ
こ
で

の
食
に
少
し
で
も
関
わ
っ
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
ロ
ー
カ
ル
認
証
は
、
同
じ
こ
と
が
ど
こ

で
も
通
用
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
地
域
に
合
っ
た
生
産
物
と
課
題
の
つ

な
が
り
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
身
近
な
認

証
制
度
を「
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ

う
」「
ど
う
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
だ
ろ

う
」と
一
つ
一
つ
確
か
め
て
い
く
こ
と
で
、

生
産
物
と
地
域
の
目
に
は
見
え
な
い
新
た

な
価
値
が
見
え
て
き
ま
す
。

食料と産地のつながりを探り
地域課題を解決する

私たちの身近にあふれる「食」は、見えない因果関係をたくさん抱え
ています。食料生産が引き起こす環境問題もその一つ。しかし、
食の流通が地域の課題を解決することも。食べ物から見えてくる
幅広い関係を解き明かしています。

大元  鈴 子 准教授

お お も と  れ い こ

地域学部地域学科
地域創造コース

注  目  の  研  究

専門 フードスタディーズ／地理学
趣味 ボルダリング

﹇
注
1
﹈Ｍ
Ｓ
Ｃ

M
arine Stew

ardship C
ouncil

の

略
で
、「
海
の
エ
コ
ラ
ベ
ル
」と
呼
ば
れ

て
い
る
。
水
産
資
源
と
環
境
に
配
慮
し

適
切
に
管
理
さ
れ
た
、
持
続
可
能
な
漁

業
で
獲
ら
れ
た
天
然
の
水
産
物
の
証
。

﹇
注
2
﹈Ｆ
Ｓ
Ｃ

Forest Stew
ardship C

ouncil

の

略
。
環
境
保
全
の
点
か
ら
見
て
も
適
切

で
、
社
会
的
な
利
益
に
か
な
い
、
経
済

的
に
も
継
続
可
能
な
森
林
管
理
か
ら
生

産
さ
れ
る
木
材
と
そ
の
製
品
に
つ
け
ら

れ
る
認
証
。

写真1　地面が陥没することによってできる「シンクホール」。農業用に地下水
を汲み上げすぎることによっても出現する。

写真2　Salmon‒Safe認証を受けたクラフトビール（右・中）と
コウノトリ育む農法で栽培された米を原料とした日本酒
「香住鶴 生酛 吟醸純米」（左）。

写真3
コウノトリ育むお米の米粉
で作られた食パン。コウ
ノトリ育むお米は、沖縄県
のスーパーマーケットで多
く売られており、これも、
生き物に配慮した農業へ
の共感から実現した。ち
なみに、コウノトリ育むお
米から作った泡盛も販売
されている。
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データから病態を読み取れる臨床検査技師を育てる

鳥取大学医学部附属病院 検査部、関西
医科大学附属病院 臨床検査部、博愛病
院 臨床検査部、兵庫医科大学病院 臨床
検査技術部、神戸労災病院 中央検査部、
済生会境港総合病院 臨床検査科

データを見ながらのミーティング

直近1年以内の
卒業生の主な進路

病態検査学講座 生理学研究室
医学部 保健学科 検査技術科学専攻

加 藤  雅 彦 教授／ 佐 藤  研 吾 講師担当教員

　病院などの医療現場では、医師をはじめ看護師、理学療法士な
どの多職種が協働して一人の患者をケアする「チーム医療」が中心
となっている。中でも「臨床検査技師の専門性を発揮した働きを
期待しています」と話すのは、循環器内科の専門医である加藤雅彦
教授。病態検査学講座生理学研究室では、心電図検査や脳波検
査、超音波（エコー）検査などの臨床検査技師が司る生体検査に
関わる見識を深めている。
　現在は大学院生5人が所属し、学生の実習を補助したり、附属病
院の生体検査を手伝ったりしながら、自らの研究に勤しむ。地域に
出かけて健康相談などに応じる「まちの検査室」も定期的に行って
いる。長年、チーム医療に携わっていた加藤教授が心がけるのは、

「相手の発言を待つ」こと。週1回のリサーチカンファレンスでは、「こ
れにはどういう考えがあったの」「次までに考えてきて」と、穏やかな
口調で学生の意見を引き出し、困難にあっても克服する“あきらめな
い心”を養う。「医師の指示のもと正確な検査を施行できるのはもち
ろん、専門的な立場からデータを読み取り、医師に患者の病態につ
いて提案できるような能力を持つ臨床検査技師を育てています」。

　

私
は
、
循
環
器
の
中
で
も
心
不

全
な
ど
の
心
疾
患
、
睡
眠
時
無
呼

吸
症
候
群（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）な
ど
を
専
門

と
し
て
い
ま
す
。 

Ｓ
Ａ
Ｓ
は
、
睡
眠

中
に
10
秒
以
上
呼
吸
が
止
ま
る
病

気
で
す
。
毎
晩
、
酸
欠
状
態
に
さ

ら
さ
れ
る
ス
ト
レ
ス
か
ら
体
に
大
き

な
負
担
が
か
か
り
、
高
血
圧
や
心

不
全
、
動
脈
硬
化
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
循
環
器
系
の
病
気
と
も
関
係

が
深
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

心
臓
は
エ
コ
ー
検
査
で
病
態
を
確

認
し
ま
す
し
、Ｓ
Ａ
Ｓ
も
睡
眠
中
の

脳
波
や
呼
吸
の
様
子
な
ど
を
生
体

検
査
で
計
測
す
る
の
で
、
治
療
に
は

臨
床
検
査
技
師
が
大
き
く
関
わ
り

ま
す
。
当
研
究
室
の
大
学
院
生
は
、

附
属
病
院
と
の
連
携
に
よ
る
多
数

の
臨
床
例
か
ら
、
生
体
検
査
の
デ
ー

タ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
の
関
連
を

解
析
し
、
臨
床
検
査
技
師
と
し
て

の
専
門
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

※掲載の写真は全て撮影時のみマスクを外してます。

私 た  ち  の
研 究  室

検査結果と病気の関連を解析しています

加藤  雅 彦 教授

か と う  ま さ ひ こ

心臓は、収縮と拡張と繰り返すポンプ
のような働きをして全身に血液を送っ
ています。現在、収縮機能は保たれ
ているのに、拡張能が障害された
HFpEF（ヘフペフ）という心不全のタ
イプが世界的に急増しています。そ
のタイプの症例から、心房細動や腎
機能障害などの合併症の有無と治療
後の病状の関連を、生体検査の結果
から比較検討しています。

心不全の予後に影響する
合併症を調べています！

ふ じ もり  け ん

藤森　健 さん

大学院医学系研究科
保健学専攻 1年

SASの患者は、血管が狭く硬くなり、
血液の流れが悪くなる動脈硬化のリ
スクも高くなると報告されています。
しかし、そのメカニズムは明らかにさ
れていません。動脈硬化は気付かれ
にくい病気ですが、両腕・両足首の
血圧と脈波を測定する生体検査で進
行状態をみることができます。附属病
院の臨床例から、SASと動脈硬化の
関連性を検討しています。

SASと動脈硬化の関連を
臨床例から検討しています！

お か もと  しょう や

岡本  翔也 さん

大学院医学系研究科
保健学専攻 2年

大動脈弁狭窄症は心臓から大動脈に
送られる血液の流れが妨げられる病
気です。大動脈弁狭窄症はその症状
からいくつかの形態に分類されます
が、今、海外では治療後の病状が悪く
なるとされているのに、日本では良くな
るとされている形態が注目されていま
す。なぜ海外と日本で評価が異なるの
か、脂肪や筋肉、骨などの量を測る体
組成データから解析を試みています。

大動脈弁狭窄症と体組成の
関連を検討しています！

い けぐち  た くや

池口  拓哉 さん

大学院医学系研究科
保健学専攻 2年

SASと高血圧を合併している患者は、
薬を飲んでも血圧が下がらないこと
が多いとされており、特に肥満傾向の
ある場合は、ホルモンの値が関係して
いる可能性が指摘されています。ホ
ルモン数値に異常がみられる患者の
事例から、さらにSASの生体検査デー
タとの関連を細かく比較して、睡眠中
に起こるどんな要素が治療を妨げて
いるのかを調べています。

SASと高血圧の関係性を
データ解析しています！

わ か ま つ  ひ ろ み

若松  宏海 さん

大学院医学系研究科
保健学専攻 2年

心不全は、心筋梗塞や心臓弁膜症、
心筋炎などの心臓の病気や高血圧な
どが原因となり引き起こされる状態の
ことで、慢性心不全になると動悸や息
切れなどの症状が現れます。β遮断
薬という薬が心不全に効果があるとさ
れていますが、心房細動を発症して
いる患者には効果が出にくいといわ
れています。その理由を、心臓エコー
検査のデータから考察しています。

エコー結果から心不全治療の
可能性を探っています！

くろ い わ  し ゅ ん や

黒岩  駿也 さん

大学院医学系研究科
保健学専攻 2年

｜今、何を研究している？｜

たくさんのデータを解析し
生体検査の見識を深める研究に
日々取り組んでいます！R

es
ea
rc
h

A
ct
iv
it
ie
s
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社会で活躍する先輩た ちに今を聞く!卒業生から「メッセージ」が届きました
。

羽　  く
卒 業  生

ばた

私はガス会社の保守部門におり、主
にガス漏れの修理を行っています。
当たり前の生活を守るため、日々業
務に取り組んでいます。

岡山ガス株式会社　勤務
大学院持続性社会創生科学研究科
前期課程 工学専攻社会システム土木コース
平成30年度修了

PROFILE

小川  智 之 さん

お が わ  と も ゆ き

工学部
生
の
岐
路
に
立
っ
た
と

き
、
ど
ち
ら
に
歩
め
ば
良

い
か
迷
う
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
答
え
は
自
分
の
中
に
眠
っ
て

い
ま
す
。「
何
が
得
意
で
」、「
何

が
好
き
で
」、「
ど
ん
な
環
境
で
働

き
た
い
か
」、
こ
の
３
つ
が
幸
せ
な

人
生
を
送
る
た
め
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。 

　
私
は
就
職
後
、
体
力
仕
事
な

ど
の
苦
手
な
業
務
や
、
多
方
面
に

神
経
を
使
う
苦
手
な
環
境
に
よ

り
、
心
身
共
に
疲
弊
し
た
経
験
が

あ
り
ま
す
。
憧
れ
の
業
種
に
就

職
で
き
た
と
し
て
も
、
自
分
に
は

合
わ
な
い
仕
事
内
容
や
環
境
に

囲
ま
れ
る
と
、
自
分
の
力
を
出
し

切
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
選

択
に
迷
い
、
誰
か
の
言
う「
良
い

会
社
」を
妄
信
し
て
し
ま
っ
た
場

合
、
人
生
の
目
的
す
ら
見
失
い
、

生
き
づ
ら
さ
を
経
験
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
心
身
共
に
健
康
で
、
幸
せ
に
生

き
て
い
く
た
め
に
は
、
前
述
の
３

つ
を
満
た
す
環
境
に
つ
な
が
る
よ

う
な
選
択
が
大
切
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
ほ
か
の
誰
で
も
な
い
自
分

自
身
の
基
準
で
も
っ
て
、
足
を
踏

み
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

人

制作部に所属し、小売業のチラシ
制作を行っています。主にホームセ
ンター、スーパーマーケットのチラシ
制作に携わっています。

株式会社総合オリコミ社　勤務
地域文化学科芸術文化コース
平成30年度卒業

PROFILE

岡本  正 文 さん

お か も と  ま さ ふ み

地域学部
の
学
生
時
代
を
一
言
で

表
す
と
す
れ
ば
、
冒
険

で
す
。
高
校
時
代
か
ら
絵
を
描

く
こ
と
が
好
き
で
、
大
学
で
も
美

術
を
も
っ
と
学
び
た
い
と
思
い
、

芸
術
文
化
コ
ー
ス（
現
創
造
性
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）に
入
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
卒
業
制
作
は
、
鳥
取

大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
ホ
ス

ピ
タ
ル
ア
ー
ト
制
作
と
い
う
形
に

な
り
ま
し
た
。
課
外
活
動
で
は
、

鳥
取
な
ら
で
は
の「
砂
像
コ
ン
テ

ス
ト
」に
参
加
し
た
り
、「
深
夜
の

美
術
展
」と
い
う
グ
ル
ー
プ
展
に

出
展
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
私
は
広
告
会
社
で
勤

務
し
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
ス
ー

パ
ー
の
チ
ラ
シ
制
作
を
行
っ
て
い

ま
す
。
就
職
し
て
約
1
年
半
、
顧

客
の
要
望
に
沿
っ
た
チ
ラ
シ
紙
面

の
制
作
を
通
し
て
、
日
々
デ
ザ
イ

ン
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
今
の
仕

事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
、「
も

の
づ
く
り
」に
携
わ
る
仕
事
が
し

た
か
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
も
学
び
た
か
っ
た
か
ら
。

ま
だ
先
の
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
人
か
ら
求
め
ら
れ
る
も
の
が

創
れ
る
人
に
な
っ
て
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

私

野菜・草花の種子生産を担当し、
国内外の作場を回りながら農家や
委託会社と共に高品質種子の安定
供給に取り組んでいます。

タキイ種苗株式会社 生産部　 勤務
大学院農学研究科 国際乾燥地科学専攻
国際乾燥地科学コース
平成26年度修了

PROFILE

佐井   敏 さん

さ い  み ん

農学部
が
鳥
取
大
学
へ
進
学
を

決
め
た
の
は
、
特
色
あ
る

研
究
内
容
に
惹
か
れ
た
か
ら
で

す
。
在
学
中
は
学
部
・
院
と
一
貫

し
て
乾
燥
地
科
学
を
学
び
、
研
究

室
や
海
外
実
践
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
座
学
だ
け
で
な
く
、
実
際
の

現
場
を
経
験
す
る
機
会
を
多
く

得
ら
れ
ま
し
た
。
就
職
活
動
で
は

グ
ロ
ー
バ
ル
に
働
け
、
自
分
自
身

が
わ
く
わ
く
で
き
る
よ
う
な
仕
事

を
探
す
中
で
、
現
在
の
種
苗
会
社

と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
た
だ
グ
ロ
ー
バ
ル
に
働
く
と
い
っ

て
も
、
世
界
は
欧
米
や
先
進
国
だ

け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
多
く

は
日
本
ほ
ど
恵
ま
れ
た
環
境
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
自
身
そ
う
し
た

現
場
で
仕
事
を
楽
し
め
て
い
る
の

は
、
大
学
で
の
実
践
の
経
験
と
そ

こ
で
得
た
仲
間
た
ち
が
私
に
世
界

の
ど
こ
で
で
も
働
け
る
と
い
う
自

信
を
持
た
せ
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
の
採
っ
た

種
が
世
界
の
ど
こ
か
で
誰
か
を
笑

顔
に
し
て
い
る
こ
と
を
誇
り
に
し

な
が
ら
、
知
識
と
技
術
を
磨
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私

臨床検査技師として、人の体から得
られる血液や尿などの検体を検査
し、医師の先生方の診断に必要な
データを提供しています。

鳥取大学医学部附属病院
検査部　勤務
医学部保健学科検査技術科学専攻
平成29年度卒業

PROFILE

難波  博 哉 さん

な ん ば  ひ ろ や

医学部
っ
か
け
は
高
校
の
進
路
指

導
で
す
。
小
さ
い
頃
か
ら

慣
れ
親
し
ん
だ
機
械
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
と
、
興
味
を
持
っ
て
い
た
医

療
の
ど
ち
ら
に
も
関
係
す
る
仕

事
と
し
て
、
先
生
か
ら
臨
床
検
査

技
師
の
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
楽
し
そ
う
だ
な
と
い
う
シ

ン
プ
ル
な
思
い
で
地
元
鳥
取
大
学

を
目
指
し
、
入
学
後
4
年
と
大

学
院
2
年
の
合
わ
せ
て
6
年
を

鳥
大
生
と
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

　
あ
ま
り
勤
勉
な
学
生
と
い
え
な

い
生
活
を
送
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
の
は
、

周
り
の
人
た
ち
が
皆
寛
大
な
心

で
見
守
っ
て
く
れ
た
こ
と
と
、
大

学
内
外
で
日
々
何
か
新
し
い
こ
と

を
学
べ
て
そ
れ
が
刺
激
と
な
っ
て

い
た
か
ら
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
今
は
附
属
病
院
の
検
査
室
で

勤
務
1
年
目
と
な
り
ま
し
た
が
、

周
り
を
検
査
機
器
に
囲
ま
れ
て
、

尊
敬
す
べ
き
先
輩
技
師
に
恵
ま

れ
、
非
常
に
充
実
し
た
毎
日
を
送

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
好
き

な
こ
と
、
興
味
を
持
て
る
こ
と
を

よ
り
深
め
て
い
き
つ
つ
、
自
分
が
関

わ
る
多
く
の
人
の
た
め
に
こ
の
仕

事
を
頑
張
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

き
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教
養
の
場

新任教員紹介
M E E T  O U R  N E W  T E A C H E R S

諸井  綾 音 さん

もろ い  あ や ね

　この授業はとても少人数で、ワイワイ楽しく
受講しています。ダンスというよりは、体を自
由に動かす身体表現に重きが置かれており、
その場で動いた動きで授業展開が変わるな
ど、のびのびとしています。また、子どもたち
と一緒にする時に気をつけることなども学べる
ので、とても役立ちます。

● 授業を受けた感想は？

　私は、幼稚園教諭の免許をとろうと思って
います。ダンスは、幼稚園教諭になった時、
役に立つと思いこの授業を取りました。この
授業で子どもたちと一緒に楽しく踊れるダンス
などを学んでいきたいです。

● この授業を選んだ理由は？

豊
か
な
教
養
と
幅
広
い
視
野
を
備
え
た

素
敵
な
大
人
に
な
る
た
め
の

『
全
学
共
通
科
目
』を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学
で
は「
身
体
を
使
っ
た
遊

び
」か
ら
ダ
ン
ス
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
子

供
た
ち
は
創
造
性
に
富
ん
で
い
ま
す
が
、
大
人
に

な
る
と
見
た
目
に
囚
わ
れ
て
、
運
動
か
ら
離
れ
て

し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ダ
ン
ス
の
実
技
は
子

供
た
ち
の
よ
う
な
柔
軟
さ
を
も
う
一
度
見
直
し
、

想
像
力
や
創
造
力
へ
と
つ
な
ぐ
実
践
的
な
授
業
で

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
、
生
活
リ
ズ
ム
が
お
か
し

く
な
っ
た
り
、
運
動
不
足
に
な
っ
た
と
い
う
学
生
は

多
く
い
ま
す
。
A
I
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
よ
り
身
体
を
動
か
さ
な
い
人
は
ま
す
ま
す
増
え

て
い
く
で
し
ょ
う
。
ど
ん
な
人
も
身
体
か
ら
離
れ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
身
体
と
き
ち
ん
と
向
き

合
い
、
付
き
合
っ
て
い
く
方
法
を
学

ぶ
こ
と
は
語
学
や
知
識
を
得
る
こ

と
以
上
に
生
き
る
こ
と
の
根
源
に
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
よ
り

早
く
、
よ
り
強
く
と
言
っ
た
効
率
性
が
求
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
得
意
分
野
を

生
か
し
つ
つ
、
よ
り
ゆ
っ
く
り
、
よ
り
弱
い
人
も
い

き
や
す
く
、
よ
り
寛
容
な
社
会
を
目
指
す
と
き
、

互
い
の
身
体
の
違
い
を
認
め
、
支
え
合
う
ダ
ン
ス
と

い
う
授
業
内
容
は
役
立
っ
て
い
く
と
感
じ
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
で
は
ス
ポ
ー
ツ
系
教

員
5
名
の
オ
ム
ニ
バ
ス
で
運
動
理
論
等
の
座
学
を

行
い
ま
す
。
ダ
ン
ス
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
を
踏

ま
え
、
身
体
と
社
会
の
関
係
を
学
び
ま
す
。
様
々

な
視
点
が
あ
る
こ
と
を
学
び
多
角
的
に
捉
え
る
判

断
力
を
持
つ
こ
と
、
そ
れ
が
教
養
の
大
事
な
側
面

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゆ
る
や
か
に
の
び
や
か
な

か
ら
だ
と
あ
た
ま
を
つ
く
る
じ
か
ん

地域学部地域学科
人間形成コース 2年

受講した学生の声

現
代
社
会
で

生
き
る
力
を
磨
く

力

地域学部附属芸術文化センター

担当教員

木野 彩子講師

き の  さ い こ

全学共通科目
入門科目

教養
科目

外国語
科目

健康
スポーツ
科目専門科目

知と実践の融合

素敵な大人

教育支援・国際交流推進機構
教育センター 共通教育開発部門

鳥取大学着任日：2019年10月1日

　
令
和
元
年
度
後
期
よ
り
鳥
取
大
学
に

着
任
し
ま
し
た
。
私
の
専
門
分
野
は
宗

教
哲
学
で
す
が
、
主
に
20
世
紀
ド
イ
ツ

の
哲
学
者
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ

ガ
ー
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
2
0
1
4
年
に
刊
行
が
始
ま
っ

た
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
遺
稿「
黒
ノ
ー
ト
」

の
解
明
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ

ん
と
は
、「
哲
学
・
倫
理
学
」を
は
じ
め
、

教
養
科
目
の
哲
学
系
の
授
業
で
お
会
い

す
る
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
哲
学
や
倫
理
学
と
聞
く
と
、
何
や
ら

難
解
で
、
実
用
性
に
乏
し
い
感
じ
が
し

ま
す
が
、
問
題
と
な
る
の
は「
知
る
と

は
何
か
」「
生
き
る
と
は
何
か
」と
い
っ

た
、
私
た
ち
に
と
っ
て
基
本
的
で
重
要

な
テ
ー
マ
ば
か
り
で
す
。
む
し
ろ
現
代

の
よ
う
な
困
難
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

一
度
立
ち
止
ま
り
、
根
本
か
ら
考
え
直

す
、
哲
学
的
な
態
度
が
求
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
に
は
、

私
の
授
業
を
通
じ
て
、
哲
学
・
倫
理
学

の
エ
ッ
セ
ン
ス
に
触
れ
、
そ
こ
で
学
ん

だ
知
識
や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
さ
ら
な
る
学
習
へ
つ
な
げ
て

い
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。
大

学
生
活
は
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
知
る

こ
と
を
大
い
に
楽
し
ん
で
、
充
実
し
た

時
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
構
内
を
よ
く
散
歩
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
古
墳
の
周
辺
を
散
策
す
る

の
が
楽
し
い
で
す
。
見
か
け
た
ら
気
軽

に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　
工
学
部
材
料
工
学
研
究
室
の
助
教
、

衣
立
夫
と
申
し
ま
す
。
出
身
は
中
国
の

遼
寧
省
で
す
が
、
鳥
取
大
学
の
大
学
院

で
修
士
と
博
士
の
学
位
を
修
得
し
た
た

め
、
鳥
取
で
の
生
活
は
7
年
目
に
な
り

ま
す
。
私
の
研
究
は
主
に
、
高
熱
伝
導

率
・
低
熱
膨
張
係
数
を
有
す
る
ア
ル
ミ

基
炭
素
系
複
合
材
料
の
開
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
黒
鉛
や
炭
素

繊
維
な
ど
高
熱
性
質
を
持
つ
素
材
を
ア

ル
ミ
に
添
加
す
る
こ
と
に
よ
り
ア
ル
ミ

の
性
能
を
向
上
さ
せ
、
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク

と
し
て
使
わ
れ
、
将
来
的
に
半
導
体
集

積
回
路
の
大
き
な
発
熱
量
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
研
究
以
外
に
も
、
学
部
1
年
生

の
物
理
学
実
験
の
授
業
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
こ
の
授
業
を
通
し
て
、
鳥
取
大

学
の
学
生
の
優
れ
た
行
動
力
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
真
面
目
な
態
度

を
再
認
識
し
ま
し
た
。
今
後
、
学
生
と

共
に
成
長
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
鳥
取
は
、
第
二
の
故
郷

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
然
環
境

が
豊
か
で
、
住
み
や
す
い
所
だ
と
思
い

ま
す
。
休
日
に
は
、
砂
丘
、
青
島
、
浦
富

海
岸
や
吉
岡
温
泉
な
ど
に
出
か
け
、
気

軽
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
私
の

楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
鳥
取
の
方
々
は
皆
フ
レ
ン
ド
リ
ー

で
、
住
み
心
地
が
よ
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
環
境
で
こ
れ
か
ら

さ
ら
に
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

知
る
こ
と
を
楽
し
も
う

育
て
く
れ
た
第
二
の
故
郷〝
鳥
取
〞

田鍋  良 臣 准教授

た な べ  よ し お み

専門 宗教哲学
趣味 読書／散歩

工学部
機械物理系学科

鳥取大学着任日：2020年4月1日

衣   立 夫 助教

い 　 り ふ

専門 材料科学／複合材料
趣味 音楽／映画鑑賞

オンライン授業でこもっていると体調を崩しがち。コロナ禍だからこそ

改めて身体について考えることが必要です。身近なスポーツやダンスを

通じて身体観、健康観を見直してみます。

健康スポーツ科学実技(ダンス)
スポーツサイエンス入門

健康
スポーツ
科目
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本
号
は「
変
わ
る
就
活
」と
題
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

よ
り
大
き
く
変
動
さ
せ
ら
れ
た
就
職

活
動
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。毎
号
、

保
護
者
み
な
さ
ま
に
も
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
気
に

な
る
話
題
と
し
て「
卒
業
後
の
進
路
」

を
回
答
さ
れ
る
方
が
多
く
、「
就
活
」へ

の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。
さ
ら
に

は
、コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
状
況
の
中
で
心

配
に
思
わ
れ
て
い
る
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
本
号
の
特
集
が
、

就
活
を
考
え
る
う
え
で
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
の
ほ
か
、コ
ロ
ナ

禍
で
も
頑
張
っ
て
い
る
学
生
の
姿
を

「
私
た
ち
の
研
究
室
」や「
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
行
動
で
き
な
い
、
と
い
う
苦
し

い
状
況
の
中
、
学
生
た
ち
は
試
行
錯

誤
し
て
学
修
、
課
外
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
こ
そ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
収
束
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
も
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期

し
て
取
材
や
撮
影
、
編
集
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編 集 後 記
E d i t o r ' s  n o t e

　

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
毎
週
月
・
火
・

金
曜
日
の
18
時
か
ら
、
土
曜
日
の
8
時
半
か
ら
鳥

取
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
る
ラ
グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ

ン
ド
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
部
員
数
は

選
手
20
人
、
ア
ナ
ラ
イ
ジ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
2
人
、マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
5
人
の
計
27
人
で
す
。
そ
の
中
で
経
験

者
は
４
人
と
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
選
手
が
大
学
に

入
っ
て
か
ら
ア
メ
フ
ト
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
フ
ト
で
は
ど
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
も
役
割
が
明
確

に
決
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
運
動
神
経
は
必
要
で
は
な
く
、
何
か
1
つ

得
意
な
こ
と
が
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
で
活
躍
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
ア
メ
フ
ト
を
始
め
た
当
初
は
ル
ー
ル

か
ら
何
か
ら
何
ま
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
尽
く
し
で

す
が
、
先
輩
や
O
B
の
方
が
優
し
く
丁
寧
に
指
導

し
て
く
れ
る
の
で
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
練
習
メ
ニ
ュ
ー
は
す
べ
て
部
員
が
考
え
て
い

ま
す
。
日
本
で
は
マ
イ
ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ア
メ
フ
ト

で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
国
民
に
一
番
人
気
の
あ
る

メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
海
外
の
動
画
や
プ
ロ
の

プ
レ
ー
な
ど
も
見
な
が
ら
試
行
錯
誤
し
て
練
習
し
て

い
ま
す
。
練
習
中
は
1
プ
レ
ー
1
プ
レ
ー
必
死
に
プ

レ
ー
し
、
悩
ん
だ
り
悔
し
い
思
い
を
し
た
り
す
る
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
確
実
に
で
き
る
こ
と

が
増
え
、
大
き
な
達
成
感
が
待
っ
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
は
関
西
学
生
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

連
盟
に
所
属
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
感
染
症
の

影
響
も
あ
り
リ
ー
グ
を
辞
退
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

本
来
の
目
標
で
あ
る
2
部
昇
格
を
目
指
し
て
今
後

も
チ
ー
ム
全
員
で
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
き
ま
す
！

i r c l e  A c t i v i t i e sC

体
育
会 

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

サ
ー
ク
ル
紹
介

鳥取大学
イルミネーション

昨年12月11日～25日まで鳥取キャンパスではイルミネーションが点灯されていました。
風紋祭実行委員会主催で毎年恒例となっているイルミネーションですが、

今年度は新型コロナウイルスの蔓延によって例年とは異なる方法で行われました。
このイルミネーションの舞台裏を取材しました。

学生広報
スタッフ

が密着！
！

点灯式設　置
決まったデザインをもとに電飾を
設置していきます。雨も多く、作
業がなかなか進まず大変でした。

今回は例年と違い広報センターだけでな
く、丁字路やアゴラ、正門も装飾。また、
漏電対策のために電気機械関係にビ
ニール袋を被せ、養生テープで止めたり
しました。キャンパス全体に分散して装
飾したので、どうしたらより良く見えるか
考えることに苦労しました。

模擬店部署※でイルミネーション
のデザインを考えました。今回の
コンセプトは「日常に紛れてる」、

「風景に紛れてる」イルミネーションです。
しっかり見に来てもらうというより、通り
がかりにちらっとでも見てもらいたいと
考え、デザインしました。例年とは設置
場所が違い、箇所も増えるためデザイン
は大変でした。

企画・デザイン
イルミネーションの準備は昨年
11月初旬から開始しました。新
型コロナウイルス感染症対策とし

て一カ所に人が集まらないよう、設置場
所を分散させため、昨年度は設置してい
ない場所にも設置ができるよう準備を行
いました。また、昨年度使用した電飾が
使えるか点検を行いました。

測量・点検

来場者の声

実

行委
員長に

イン
タビュー

くち た  と も ひ ろ

口田  智大さん
地域学部
地域学科国際地域文化コース 2年

今年度は新型コロナウイルスの影響で風紋祭が中止
に。せめて冬季のイルミネーションで学生の皆さんを
元気づけたいと思い、企画することにしました。昨年
度は全員で集まって会議や設置をしていましたが、今
年度は同じように準備はできず、イルミネーションの広

報活動や設置案作り、設置は分担して行いました。作業の
際にはマスク着用を徹底して、スタッフの体調がすぐれないときは遠慮なく休ん
でもらうようにしました。日常で鬱々としている人も多いと思うので、イルミネー
ションを通りがかりにでも見て、明るい気分になってもらえたら嬉しいです。

新型コロナウイルス感染症の影
響で気持ちが落ち込んでいまし
たがイルミネーションを見て、
少し気持ちが明るくなりました。

今年度は例年とは違い、正門から
アゴラにかけてイルミネーション
があり、とても綺麗でした。飾り
つけも変わっていて楽しめました。

普段何気なく見ている景色でも、
イルミネーションがあるだけでこん
なにも変わるのだと驚きました。

対面授業も少なく、平年と同
じようなキャンパスライフは送
れていませんが、イルミネー
ションのおかげで楽しい時間
を過ごせました。

3
STEP

1
STEP

2
STEP広報誌「風紋」は

WEBからも
ご覧いただけます
WEB

https://www.tottori-u.ac.jp/fumon/

バックナンバーから最新号まで、
スマートフォンまたはパソコンでアクセス！

読めば鳥大がもっとよく分かる広報誌

岡西  一樹さん
おかにし  か ず き

工学部機械物理系学科 3年
主将
（左）

熊谷  直哉さん
くまがい  な お や

工学部社会システム土木系学科 3年
主務
（中）

西川  和良さん
にしかわ  か ず よ し

地域学部地域学科地域創造コース 3年
副将
（右）

※模擬店部署：風紋祭で模擬店の出店の調整を行い、模擬店運営の補助を行っている風紋祭実行委員会内の部署
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鳥取大学広報誌 F U-M O N

食料と産地のつながりを探り
地域課題を解決する

注目の
研究

医学部 保健学科 検査技術科学専攻
病態検査学講座 生理学研究室

私たちの
研究室

社会で活躍する先輩たちに今を聞く！羽ばたく
卒業生

今後のよりよい誌面作りのために、皆様からのご意見やご
要望をお待ちしています。アンケートにご協力いただいた
方の中から抽選で10名様にプレゼントを進呈いたします。

プレゼントが当たる!
読者アンケートにご協力いただいた方へ

※ご記入いただいた個人情報はプレゼントの発送以外には使
用いたしません。また、当選者の発表は、発送をもって代え
させていただきます。

アンケートのご回答はこちらから

プレゼント応募締切 4/30（金）

学生広報スタッフが
包装紙を

デザインしました！

学生広報スタッフが
包装紙を

デザインしました！

どちらかのデザインをプレゼント！

鳥取大学 瓦煎餅

10名様
合計

コア技術で未来を変える。すべてはお客様のために。

株式会社  正 光

-鉄骨製作・総合建設-
http://www.masamiz.com

Changing the Future with Core Technologies, All for Our Customers

http://www.sts-tottori.com/

教養の場

新任教員
紹介

教育支援・国際交流推進機構 教育センター
工学部機械物理系学科

健康スポーツ科目「健康スポーツ科学実技（ダンス）」

鳥取大学 マイナビ
キャリアセンター長　大観 光徳 「マイナビ」編集長　高橋 誠人就職情報サイト

特
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